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衝突危険
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（既存設備） 国際VHF

漁船/既存無線局

27M DSB
（既存設備）

海岸局1

①緊急安全通信設定（27,524）

オペレータ

②受信（J）
⑦送話（J）

③送話（E）
⑥受信（E）

④緊急安全通信設定（ch16）

⑤回線設定（ch16 or Xch）

⑧Ack

通信士（同時通訳）常駐
電波覆域の差（死角）
中継on/off識別
船舶位置情報入手
相手船識別手段
通信士資格
各海岸局毎の対応

海岸局2 複数海岸局受信
中継の優先度

危機に対する即応性
自船/他船位置
他船識別

遭難警報送信
位置情報
現場通信

● 共通無線（VHF）
簡易AIS／AIS
AIS受信機

●遭難警報送信（DSC）

●聴守受信機

海岸局共同利用（広域自営通信網）●

船舶位置モニタリング（監視）

AIS情報受信・配信

SAR機関との連携

●既存設備海岸局補完型は、実施主体に係
る課題が多い。

●既存設備を利用した海難事故防止支援
（大型船，小型船の情報提供サービス）

AIS
データ

インターネット
他力本願の事故回避

責任問題の発生

大型船の操船性能
危険には近づかない
船の識別の重要性（AIS）

実施主体
の課題

情報提供
サービス

資料海共ＷＧ４－５既存システム（海岸局補完型） 検討資料

１



H19年12月運用開始までのAISカバーエリア
Ｈ20年7月1日運用開始のAISカバーエリア
H21年度運用開始予定のAISカバーエリア

AISネットワーク
（参照：海保HP ）

海上保安庁 通信網

海上交通
センタ

AIS
陸上局

管区海上
保安本部

海上保
安部

国際航海船舶及び国際港湾施設

の保安の確保等に関する法律（注）

船名，位置等
情報の相互交換

大型船航行情報の提供

24時間前までの通報義務
・船名，IMO番号
・船籍，総トン数
・入港港，予定時間

漁業/レジャー海岸局

①
大

型
船

情
報

提
供

②
船

舶
位

置
管

理

PC（自宅）小型船舶位置情報
（今後の課題）

既存システム（27MHzDSB、40MHzDSB、400MHzシステム等） 検討資料：

海難の未然防止支援（）

海難の未然防止支援
-1 海岸局による大型船情報の定期的な提供
-2 小型船位置情報を大型船に提供
-3 AISネットワークに参画（AIS or 簡易AISの搭載）
いずれの場合も，共通通信システムは、人命と財産確保のため不可欠
（自己責任による危機回避）

インターネット

AIS
陸上局

③AISネットワーク
に参画

船舶情報
提供

（事業者）

注：IMO(国際海事機関)における改正SOLAS 条約(海上人命安全条約)を受けたもので、国際航海船舶や国際港湾施設に自己警備としての保安措置を義務付けたり、
外国から日本に入港しようとする船舶に船舶保安情報の通報を義務付け、危険な船舶には海上保安庁が入港禁止等の措置を行えるようにした内容となっている。 ２
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